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加 久 見 城 館 遺 跡 群
試掘確認調査概要報告書
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就輔 急とギ協よ醍耶覇謬秘洗越を誇った三荏生興kは警を
であるが,その外戚となった土豪が加久見氏である。その故地は本市加久見地区とみられ
てきたが,同氏の発展過程や居館の位置等について,具体的なことはほとんど分かってい
なかった。

土佐一条氏について2002年度より科学研究費による調査研究を行ってきた高知大学教育

学部日本史研究室では,加久見氏の歴史的重要性に着目し,加久見地区に所在する山城跡
や香仏寺五輪塔群 (図 8)の調査を実施した。その結果,加久見城跡では15世紀後半代頃
の城普請が確認され,香仏寺の五輪塔群は,14～ 16世紀代を中心とする四国でも有数のも
のであることが判明した (図 1等 )。 また長宗我部地検帳からは,当地に一定規模の屋敷が
あつたことが読み取れた。これらの成果を受けて土佐清水市教育委員会では,加久見氏関
連の屋敷跡確認につながる資料を得るための試掘確認調査を実施することとした。

対象地を縦断する試掘トレンチ 3本と,川側の小トレンテ 1
ヶ所を設定した。TR l～ 3は幅1.6～ 2.Om,長 さ6.8～8.4mを測

る。調査の性格上,遺構や包含層の完全掘削を目的とせず,調
査終了後は土嚢やシートを配して保護を図つたのち,埋め戻し
た。なお,高知大学による本年度の調査が,当調査の結果を受
ける形で引き続いて実施された。測量は,土層断面及び遺構平
面については 1:20を基本とする実測図を作成し, トレンチ位
置は平板を使用した。
○例言
1 本書は,加久見氏関連遺跡試掘確認調査の概要報告書である。
2 調査主体 土佐清水市教育委員会生涯学習課
協力 高知県教育委員会文化財課。その他詳細は巻末抄録参照。



○調査の成果

1)出土遺物

全てのトレンチで中世・近世の遺

物が出上しており,近世は少ない。

遺物密度は TR3が最も高 く, TR2
は低い。種類や時期については, ト

レンチ間での相違は指摘できない。

内容は土師質土器の他,13世紀後

半頃の瓦器椀,15世紀代の備前焼大

甕 。すり鉢,瀬戸焼,常滑焼大甕 ,

奈良火鉢,貿易陶磁器,近世陶磁器

等が包含層を中心に出土している。

近畿で作られた瓦器椀には和泉型の

他に,楠葉型とみられるもののある

ことが注目される。貿易陶磁器には,

13世紀代に比定される青磁碗や15世

紀代の龍 泉窯系青磁,華南産白磁

皿,象嵌青磁がある。国産の瀬戸焼

(平椀など),常滑焼,備前焼は15

世紀代中心で,他に銅銭 (元豊通宝

1078年初鋳)も 出土した。

2)検出遺構

図 1 遺跡位置図

遺構 。遺物ともに最も密度の高い TR3を 中心に述べる。同 TRでは 2面の中世面が確認され,地表

下約90cmの下位面で柱穴跡群や溝跡を検出した。柱穴は径30～ 40cm,深さ30～ 60数cmで (図 4),出

土遺物からみて鎌倉時代後半頃に属するとみられ,中 には土器や陶磁器が埋納されたもの (図 6)や

石が入れられたものがあった。

なお,隣接する高知大学調査区

では,上位面で建物等に関連す

るとみられる石列が検出され,

遺物から15世紀代に属するとみ

られる。 TR3や TRlの上層を

観察すると,鍛冶などを行った

後に何度か整地をした形跡があ

り,高知大学調査区では炉跡が

検出されている。

その他のトレンチで検出した

柱穴跡も, TR3の それと同時

期 とみられ, TRlで は土師質

土器の集中が検出された。

図 2 調査状況 (西より)



○まとめ

注目される成果とし

ては,加久見氏の活躍

が知られていた15世紀

代の遺物群に加え,13

世紀代まで遡る遺構・

遺物が多数検出された

ことである。これによ

り,鎌倉時代後期から

当地に拠点的な施設が

存在したことが明らか

となった。建物の柱穴

は比較的大きく, しっ

か りとしたものであ

る。次に,大陸・朝鮮

半島製品を含む多様な搬入品の存在が注目される。中でも鎌倉期の楠葉型瓦器椀や,高麗とみられる

象嵌青磁は,本県に限らず地方においては極めて限られた遺跡でのみ出土することが知られている。
このような遺物の存在は,それを入手できる権力や財力だけでなく,当時の中央権力との特別な関係

を示唆すると考えられる。

これらの成果から導かれるのは,鎌倉後期頃から当時の幡多荘以南村の管理に関わるような施設が

当地にあった可能性であり,その管理者が後の加久見氏に関連していることも考えられる。そして,
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図 3 調査全体図

Ｅ
い
０ 。や

部
望
条
型
や
Ｓ
翠
繋

。Ｏ
ｍ
Ｎ
普
配
Ｇ
ｋ

Ｅ
６
馬
　
引
劇
曜

一
騨
中０
∽

。
０
印
Ｎ
士
韓
昨
引
ば
鑑
引
　
革
ド
ギ
喝
　
引
槃
昭
と
ミ
ヘ
ｄ
暉
翌

一
▼
一０
∽

（ヨ
載
）
。
つ
“
中
普
Ｇ
ネ
長
さ
一１
０
　
引
欝
燃
引
業
ｄ
璽
転
緊

メ̈

。
や
ｍ
や
普
Ｇ
ネ
軍
Ｓ
ｔ
∞
　
と
ミ
ヘ
ｄ
哩
К

善̈

ｇ
≡　
　
　
　
　
　
０

。や
部

〉
ヽ
や
§
ぎ
繋
　
引
撃
　
上
ミ
Λ
ｄ
暉
器

¨
伴
日

（引
撃
）
上
ミ
Λ
劇
理
憔

中
・日

。，
印
や
§
翠
繋
　
欝
Ｇ
＜
Ｅ
ｏ
一
ｌ
Ｅ
Ｅ
ゆ
　
上
ミ

′、
ｕ
曜
醍

日̈

。
●

“

や
普

Ｇ

Ｘ

Ｅ
ｃ
一
ｌ

Ｅ
Ｅ
Ｏ
　

と

ミ

ハ

劇

К

軍

一
Ｈ

（引
こ
茶
黙
）
と
ミ
Λ
個
璽
醍

¨
Ｈ

図 4  TR-3



図 5 瓦器椀出土状況 図 6 柱穴内遺物出土状況

今回の調査では15世紀代までの繁栄が確認される一方で,確実に16世紀代といえる遺物が確認されて

いないことも興味深い。結論は本報告を待つべきであるが,本遺跡が16世紀に継続していない場合 ,

土佐一条氏とその戦略に密接に関わつた加久見氏の動向を示唆している可能性がある。

以上のように,今回の調査では,四国西南端という地の利を活かして海洋に雄飛した中世豪族の存

在とともに,幡多地域の中世史を描くための新たな資料を得ることができた。

図 7 出土 した土師質土器等 図 8 香仏寺の五輪塔群
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所収遣跡名 種   別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

加久見城館

遺 跡 群
城 館 跡

中 世

近 世

掘立柱建

物跡,溝
跡

土師質土器,貿易陶磁器,国産陶器 ,
東播系須恵器,瓦器,瓦質土器 ,
鉄淳

楠葉型瓦器椀を含む中世前期の搬
入品や,建物跡等を検出


